
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行部数７８６部 

さ が ん こ と ば 

最近、鋳込み泥漿のご注文が増

えています。当社ではご希望の粘

土を鋳込み成形が出来る状態の泥

漿に調整して出荷することを行っ

ております。 

5～20 リットルのご依頼が多

いので、それに合わせ当社の粘土

を使って鋳込み泥漿を作ります。

場合によっては他社製品や他産地

の粘土での作製も承っておりま

す。いずれホームページでもご紹

介していくつもりです。 

■ 社 長 の ブ ロ グ ■  

h t t p : / / w w w . f r o m f o r m . j p / b l o g /  

ご注文をいただいてから作り始めますので出来上がるまで数日の納期

をいただくのですが、泥漿が到着するとすぐに使えること、少量だけを

作る手間が省けること、普段使用している粘土とは違う粘土の泥漿が必

要な方、鋳込み泥漿を作製する機具や設備をお持ちでない方など、さま

ざまな理由でご依頼いただいています。 

当社で作る鋳込み泥漿は、水分を 30％（＝粘土の乾粉７に対して水が

３、粘土 10 キロに水およそ 1.3 リットル）に調整しています。こちら

有田焼地域での排泥鋳込みに用いる泥漿の一般的な水分量が30％です。 

解膠剤は珪酸ソーダ（水ガラス）の１号Ｔを使っています。私どもに

とっては通常の１号よりもこちらの方が良好な流動性で使いやすいで

す。もちろん、通常の１号や３号でも大丈夫です。 

珪酸ソーダを主体として泥漿を作製し、状態を見て必要であれば、さ

らに高分子系の分散剤も添加します。珪酸ソーダだけでは粘性が下がら

ない場合や、撹拌を止めたらすぐにドロッと粘性が上がってしまう場合

の対策に高分子系の分散剤

は有効です。 

使う粘土ごとに性質は異

なりますし、同じ粘土でも解

膠剤の添加量はいつも同じ

というわけではありません

ので、泥漿を作る際に状態を

見ながら作っていきます。 

当社基準の粘性まで下が

Ｑ 裏、表の紙面すべてにウサギは何匹いるでしょう？ 

答えは裏面のじゃりんこミホのコーナーの下です。 

告 知 これは言っちゃダメ！？ 
佐賀の人が 
はらかく（怒る）言葉 

■ ふーけもん （まぬけ） 

■ いひゅーか （怒りっぽい、根性悪い） 

■ ちゃーぎゃーぶん・うーしかつ（大ざっぱ） 

■ おーちゃっか （横着） 

■ せからしか （うざったい） 

■ よそわしか・よそばしか （汚らしい） 
 （ 地域により、ばばっちい・きたんぶらつか 

というところもあります。 ） 

普通の言葉でも、佐賀の言葉は怒っているように 

聞こえると耳にしたことがありますが、 

これは本当に、きゃーなずった（馬鹿にした）言葉

です(;^_^A 

↑ 

鋳
込
み
泥
漿
を
作
る 

と
き
に
使
う
撹
拌
機 

↑ 

イ
ン
バ
ー
タ
ー
で
回
転
数 

を
調
節
し
て
い
ま
す 

↓ 容器の大きさに合わせて 
羽の大きさも変えています 

７月１６日、この日は中学３年の

次女の中体連（中学総体）。部活の競

技は卓球です。県大会の出場権をか

けて団体戦と個人戦の地区大会が

行われました。 

最初は団体の総当たり戦。上位２

チームが県大会進出です。娘たちの

チームは僅差で３位。残念ながら県大会出場はなりませんでした。 

しかし、その後の個人トーナメント戦では上位５名が権利を得られ

る中で３位に入賞。見事県大会出場となりました。 

７月３０日、その県大会個人戦。１回戦は勝ち進みました。しかし、

２回戦目は敗退。勝てない相手ではありませんでしたが残念です。親

としては、あと１勝して欲しかったのですが、 

本人は悔い無しのようです。 

り、且つその状態がしばらく維持されるような段階になった

ら完成です。 

このように鋳込み泥漿の作製にも対応いたしております

ので、ご希望の方はお問い合わせください。 

● 磁器土焼成基礎講座 ● 開催 

粘土と釉薬と焼成、その結果と対策についてセミナーを行います。 

内容：焼成後の割れについての相談を多くいただきます。 

それら症状の原因についての解説と対策についてお話
いたします。また、セミナー終了後には個別相談も受け
付けます。 

日時：１１月１１日（金）14:00～16:00 
場所：東京駅近郊（お申し込み後に連絡いたします） 
価格：￥５０００円（税込み）会場にてお支払いください。 
 

ご興味の方はまずはお問い合わせください。 
案内を送付いたします。 

TEL：0954-66-4207 

FAX：0954-66-3747 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大
東
亜
戦
争
中
に
体
調
を
崩
し

て
戦
地
か
ら
戻
っ
て
き
た
私
の

父
、
多
八
は
、
し
ば
ら
く
静
養
し
た

あ
と
ま
た
働
き
始
め
ま
す
。 

し
か
し
、
戦
況
が
悪
化
す
る
と

や
き
も
の
の
生
産
が
停
滞
す
る
よ

う
に
な
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
粘

土
の
生
産
も
出
来
な
く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。 

ま
わ
り
の
陶
土
屋
さ
ん
が
生
産

を
中
断
し
て
い
く
中
、
一
番
最
後

ま
で
粘
土
作
り
を
続
け
て
い
た
父

も
と
う
と
う
操
業
を
停
止
し
ま

す
。 私

た
ち
の
工
場
が
あ
る
塩
田
の

美
野
地
区
は
農
閑
期
に
し
か
水

車
を
回
せ
な
い
地
域
で
し
た
の

で
、
う
ち
も
含
め
陶
土
屋
さ
ん

は
み
な
農
業
も
し
て
い
ま
し

た
。 戦

争
に
よ
り
粘
土
作
り
を
中

断
し
、
農
業
だ
け
を
し
て
い
る

中
で
終
戦
を
迎
え
、
そ
の
後
、
再

び
粘
土
作
り
を
開
始
し
ま
す
。 

こ
の
頃
、
30
年
以
上
前
ま
だ

多
八
が
お
腹
に
い
る
と
き
に
離

婚
し
て
、
渕
野
家
を
出
て
行
っ

て
い
た
多
八
の
父
清
七
が
、
息

子
で
あ
る
多
八
の
と
こ
ろ
へ
た

ま
に
顔
を
出
し
て
は
「
そ
の
う

ち
帰
っ
て
く
る
ぞ
」
と
脅
か
し

て
い
ま
し
た
。 

昭
和
27
年
、
そ
の
言
葉
が
現

実
に
な
り
、
長
崎
市
内
で
仏
壇

職
人
に
な
っ
て
い
た
清
七
が

後
妻
さ
ん
（
と
い
っ
て
も
入
籍

は
し
て
お
ら
ず
、
今
で
言
う
事

実
婚
で
す
）
を
連
れ
て
戻
っ
て

き
ま
す
。 

帰
っ
て
き
て
か
ら
も
相
変

わ
ら
ず
た
い
し
て
働
か
な
い

清
七
で
し
た
の
で
、
結
局
多
八

は
気
は
進
ま
ず
と
も
二
人
を

養
っ
て
い
き
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
４
年
後
の
昭
和

31
年
、
清
七
は
亡
く
な
り
ま

す
。
亡
く
な
っ
た
後
も
行
く
当

て
の
な
い
清
七
の
後
妻
さ
ん

を
、
そ
の
先
14
年
間
多
八
は
養

い
続
け
ま
す
。 

昭
和
45
年
、
後
妻
さ
ん
の
末

光
ミ
カ
は
亡
く
な
り
、
渕
野
家

の
墓
に
入
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
清
七
も
渕
野
家
の
墓
に
入

っ
て
い
ま
す
。 

離
婚
し
て
出
て
行
っ
た
父
親

と
、
そ
の
父
親
が
連
れ
て
来
た

後
妻
さ
ん
を
、
最
後
は
多
八
が

弔
い
埋
葬
し
た
の
で
す
。 

多
八
が
晩
年
に
な
っ
て
、
旅

行
先
の
長
崎
の
雲
仙
温
泉
か

ら
帰
っ
て
き
た
と
き
の
こ
と
、

「
清
七
地
獄
が
あ
っ
た
」
と
し

き
り
に
笑
っ
て
話
し
て
い
ま

し
た
。
雲
仙
の
地
獄
は
活
発
に

噴
気
が
上
が
っ
て
い
る
地
熱

地
帯
の
こ
と
で
す
が
、
多
八
に

と
っ
て
は
甲
斐
性
の
な
い
父

に
よ
っ
て
、
若
く
し
て
背
負
い

込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
苦
労
が
地
獄
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。 

会
長
さ
ん
の
昔
話 

第
14
話 

突然のご報告になってしまいすみません。みなさま、本当にお世話

になりました。次号からもよろしくお願いいたします！ 吉村 

編 集 後 記  

有限会社 渕野陶磁器原料 
〒 ８４９-１４２６ 
佐賀県嬉野市塩田町大字五町田乙２８７-１ 

info@fromform.jp 
http://www.fromform.jp 
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このニュースレターは、これまでご注文いただいた方、サンプルをお送りしました方、名刺交換をさせていただいた方など、ご縁がありましたみなさまにお送りしております。
必要ない方は、たいへんお手数ですがその旨を下記までご連絡ください。 

 突然のご報告失礼いたします。私、吉村美穂は８月３１日を

もって退職いたしました。（ＡＫＢの卒業発表みたいな言い方

になってしまった…） 

 この会社には 『寿退社が出来ない』 というジンクスがあり

ます。今まで寿退社をした女性社員は、誰一人としていないん

だとか・・・。私もジンクス通り、寿退社ではございません（泣） 

 社会人になって４年、２２歳になった今でも「お前は世間知ら

ずだ」と社長に言われるほど未熟者です。そこで新しい環境で

経験を積んで、自身のレベルアップをしたいと思いこの決断を

しました。 

 高卒で入社し、何もかも知らないことだらけの私に、社長や

他の社員さんから、たくさんのことをお教えいただき、時には

お叱りを受けたこともありました。 

 最後の最後まで、鬼のように教育してくださった社長と、従

業員のみなさんには、沢山たくさんお世話になりました。あり

がとうございました。 

 そして“ビジネスマナー研修”でお世話になった先生方やス

タッフさん。ジキよまんばの作成に必要不可欠だった、“文章

講座”や“ニュースレター作成講座”でお世話になった山崎隆弘

会計事務所のみなさん、その節は大変お世話になりました。そ

の学びの場を与えてくださった社長にも感謝しています。 

 お客さまと直接かかわる機会はほとんどなく残念でしたが、

メールや電話などで、「ジキよまんば読んでるよ」 「あのコーナ

ーは面白いね」と感想をくださる方もたくさんいて、嬉しさとと

もに、すごく励みになりました。ありがとうございました。私は、

渕野陶磁器原料の社員ではなくなりますが、今後とも変わらぬ

ご愛顧のほどよろしくお願いいたします。 

 この職場や研修を通じて学んだことは、これからもずっと私

の強みになると思います。本当にありがとうございました。 

 この『ジキよまんば!!』 は残念ながら、今回をもちまして・・・

というのは冗談で、今後も続きます！ 今までと変わらず、この

ニュースレターの編集を担当し、紙面にもしつこく登場する予定

ですので、今後とも、よろしくお願いいたします。 

じゃりんこミホの 

見ている風景 

■□■□ ご 報 告 □■□■ 

似顔絵かいちゃった 
渕
野 

義
則 

似顔絵を描くのが好きなので、感謝の気持ちを込めて、お世話になった

社長と従業員さんを描いてみました。 けっこう似てるかも！（自画自賛） 

↓ 

社
長 

↓ 

荒
木
さ
ん 

↓ 

正
幸
さ
ん 

↓ 

古
賀
さ
ん 

↑ 

け
ん
さ
ん 

↑ 

ゆ
か
り
さ
ん 

↑ 

野
田
さ
ん 

↑ 

中
尾
さ
ん 

～問題の答え～ 正解は９匹！ タイトルに４匹、社長のコーナーで２匹、

告知に１匹、昔話に１匹、最後の１匹はじゃりんこミホのタイトルのとこ！

みなさん全部見つけられましたか？ 


